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「だいち」PALSARデータの干渉解析で得られた中越沖地震に伴う地殻変動
と 小木ノ城（おぎのじょう）背斜の位置関係

隆起域と地質構造の位置関係、及び地質断面図

Analysis by GSI from ALOS raw data (c)METI,JAXA

資料ー３

※西山丘陵西側斜面の帯状の隆起域は、
小木ノ城背斜の位置と一致している。

※背斜とは、褶曲した地層の山に当る部分である。
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小木ノ城背斜軸
5万分の1地質図幅「柏崎」（地質調査所）より

0 2 3 4 5 6km1

海水準

-1000m

小木ノ城背斜観音岬

Te TeSy
Sy

Nal Ny

Ny

Hz Hz
Hzs

Usg

Us
Hc

A A’

A

A’

5万分の1地質図幅「柏崎」（地質調査所）をもとに作成地質断面図

小林巖雄・立石雅昭・吉村尚久・上田哲郎・加藤碵一　（1995）

5万分の1地質図幅「柏崎」，　地質調査所　をもとに作成
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活褶曲の概念図


